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１．はじめに

近年の日本語教育の発達に伴い，海外で開発された数多くの言語教授法や教

授理論が棟々なルートを経て日本に紹介されてきている。それらは主に英語圏

で英語教育用に開発されたもので，多くの場合，英文の文献が日本語に翻訳さ

れたもの，または日本人の専門家によってはじめから日本語でまとめられ解説

されたもののいずれかを通して日本語教師に紹介されている。本稿では，日本

語教師がこれら英語圏の教授法を輸入し日本語教育に取り入れるにあたって生

ずる様々な問題点を１)輸入の過程で生ずる問題，２)言語教授のレベルの違い

により生ずる問題の二つのグループに分け，それぞれ実例を交えながら述べる。

最後に日本語教師が教室にこれらの教授法を取り入れる際に注意しなければな

らない点について言及する。

教授法の輸入の主なルートの一つとして，英文で響かれた文献の日本語訳が

上げられる。下の<表.１>は1972年から現在に至る２０年間に日本語に翻訳された

外国語教授法に関する主な英文の文献の一覧である。

<表.1.＞日本語に翻訳された英文の言語教授法の文献（1972-1992）

－１３７－

原著 訳書

W・Rivers（1968）

Teaｃｈｉｎ質Forei反ｎＬａｎＩｍａＲ【ｅＳｋｉｌｌｓ

天満美智子訳(1972）

『外国語習得のスキル』



２．１．邦訳版の騨害

<表.１．＞を見るといくつかの点に気づくことが出来る。まず，原典が日本語

に翻訳されるまで，殆どの場合3,4年を要しているということだ。これは，翻

訳という作業の複雑さから考えれば仕方がないことだが，読者側が邦訳の出た

年を原典の発行年だと解釈してしまい，あたかもその時点での最新の教授理論
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、．Ａ・Wilkins（1976）

NｏＬｉｏｎａｌＳｙｌｌａｂｕｓｅｓ

島岡丘訳注（1984）

『ノーショナルシラパス：概念を

中心とする外国語教授法』

E・Stevick（1976）

Memory・Meaninlz・Mｅｔｈｏｄ

石田敏子訳（1988）

『新しい外国語教育一サイレント

ウエイのすすめ』

H・Niddowson（1978）

TeachinRLamzua貝eas

Communication

束後勝明他訳（1991）

『コミュニケーションのための

言語教育』

K・Johnson＆Ｋ・Morrow（1981）

ＣｏｍｍｕｎｉｃａＬｉｏｎｉｎｔｈｅＣｌａｓｓｒｏｏｍ

小笠原ハ重訳（1984）

『コミュニカティプアプローチ

と英語教育』

E・Stevick（1982）

TeachinRandLearninRLanjmaRes

梅田巌他訳（1986）

『外国語の教え方』

S・Krashen＆Ｔ・Terrell（1983）

TheNaturalADDroach

藤森和子訳（1986）

『ナチュラルアプローチの

すすめ』

Ｄ･Larsen-Freeman (1986）

TechniquesandPrinciDles

inLanRuaReTeachinR

山崎真稔他訳（1990）

『外国語の教え方』



の情報を得ているのだと錯覚してしまうことも多い。1991年に「コミュニケー

ションのための言語教育」（來後他訳）というタイトルで邦訳の出たWiddowns

oｎ（1978）の (よ原典が出されてから翻

訳が完了するまで13年かかっている。その理由はいろいろあると思うが，訳者

達は最新の教授理論を紹介するために邦訳を出したのではなく，コミュニカテイ

ブ教授法の基本となる，いわば｢古典｣を語学教育に擁わる人々に日本語で読ん

でもらえるよう翻訳したことは確かだろう。しかし読者側がこの背鍬を理解し

ていないと次のような問題が生ずる。

まず第一にWiddowson自身の考え方が13年の間に大きく変化していること

だ。Widdowsonは1983年の論文で彼の1978年の本のタイトルは適当でなかった

と述べており，その理由として，”しeachinglanguageascommunicaLion”

(囚ミュニケーションとしての言語教育』)では，語学教師が教室内で生徒にコ
ミュニケーション活動を行わせることによって言語を習得させることが究極の

目標であると解釈されてしまうことを上げている。Widdowsonは言語教育はむ

しろ言語を習得させることによってコミュニケーション活動が行えるようにな

ることが目標であるべきだとし，，'teachinglanguageforcommunicaC1on”

(『コミュニケーションのための言語教育,，の方がむしろ彼の考えを表すのに適
当であると述べている。従って，1991年以降に邦訳で初めてWiddowsonの理

論を読んだ人が上の経緯を知らずに1991年の理論として捉えてしまった場合，

もはや原著者でさえ不適切と思っている考え方を，最新の教授理論として自分

の教室に取り入れようとしてしまうことが考えられる。

第二に，邦訳のタイトルの問題が上げられる。Niddowson（1978)の邦訳(199

1)版のタイトルは前に述べた通り「コミュニケーションのための言語教育」で

直訳すると，,Teachinglanguageforcommunication”となり，むしろ原著者

の現在の考え方を表している。これは訳者達がHiddowson（1983)の内容を踏

まえて気をきかせてタイトルをつけた結果であろうが，中身はあくまでも１９７８

年の理論であるため，かえって読者を混乱させてしまうだけである。邦訳タイ

トルが内容と一致しない例は他にもある。Stevick（1976）のMemory，

MeanimZ・Nethodは1988年に『新しい外国語教育--サイレントウェイのすすめ』
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(石田訳）というタイトルで邦訳が出されており，サイレントウェイの入門響

のような印象を与えられるが，実際サイレントウェイについて書かれているの

は10章中１章のみで，殆どの章は言語と記憶，及び，言語学習の一般論に割か

れている。またComuunityLanguageLeaming等，他のテクニックもいくつ

かサイレントウェイと同等に扱われており，タイトルから受ける印象と随分違

う内容であることが分かる。これは特に経験の少ない教師にとっては有難くな

いことである。

前に，外国語で書かれた原典が日本語に翻訳されて出回るようになるまでに

はある程度の時間がかかると述べたが，翻訳される時期に関してはさらに別の

問題がある。前出のSLevick（1976）は1988年に邦訳が出ているが，同じ

Stevickの1982年の著書 Iよ｢外国語の教え

方｣(梅田他訳)で1986年に邦訳が刊行されている。つまり，邦訳がでる順番が

必ずしも原著の発行順と一致しないということである。日本語に翻訳された文

献を通じて最新の教授理論の情報収集をしようとするのなら，原著の発行年等

にも注意を図っておかなければかえって時代に逆行するような結果になってし

まうことも考えられる。

邦訳版を通して新しい教授法や教授理論を取り入れる場合留意しておかなけ

ればならないもう一つの点は，必ずしも英語圏で高く評価されているものだけ

が翻訳されてる訳ではないということである。日本語に翻訳される理由として

原著者と訳者が師弟関係であるということも多い。また原著者が国内の学会で

講演するのにあわせ，その学者の文献が発行年等に関係なく一時期に集中的に

翻訳されることも多い。このような背鍛があるということについても，日本語

教師の一人一人がよく理解しておく必要がある。

外国の教授法や教授理論を取り入れる場合，それまでに日本語に存在してい

なかった概念に出会うことが多い。外国語の原典の邦訳を読むにしても，日本

の専門家によってまとめられた文献を銃むにしても，言語教育や応用言語学と

－１４０－



いった分野がわが国では比較的新しいこともあり，新しい専門用語や概念等を

日本語でどう表すかということが常に問題になる。1988年に「ロングマン応用

言語学用語辞典｣（山崎他訳)が刊行されるまでは，この分野の専門用語辞典等

は皆無に等しく，従って，専門用語についても一部を除いて一貫性を欠いてい

た。〈表.２．＞は最近の文献における専門用語の訳語の一貫性の欠如を示してい

る。どれが最も適切かと判断することは難しい，しかし同じことを示すのに

これだけ多種の訳語が存在すると，特に経験の浅い教師は混乱してしまうだろ

う。

<表.２．＞訳語の一貫性の欠如

(例）”TotalPhysicalResponse
DO

全身反応教授法（名柄他1989,山ｌｌＩｉｉ他訳1990）

全身体的反応教授法（江副1987）

トータルフィジカルレスポンス（藤森訳1986）

トータルフィジカルリスポンス（高見瀞1989）

ToLalPhysicalResponse（石田1988）

pDSuggesCpedia,,

暗示式教授法（名柄他1989，山崎他訳1990）

暗示的教授法（江副1987）

サジエストピデイア（梅田他訳1986，高見潔1989）

サジエストペデイア（田中1988）

２．３．まとめ

ここまで，海外，特に英語圏の外国語教授法や教授理論が文献によりわが国

に入ってくる際に問題となり得る点を，邦訳版の刊行に伴うものと概念を取り

入れる過程と関係するものの二つのグループに分け瞼じてきた。いずれにせよ，

海外の教授法や教授理論を取り入れる側，即ち，我々日本語教師は，常に邦訳

が刊行された背鍛，原著の発行年等をよく調べておく必要があると思う。また，

専門用語については注意を払っておく必要があるが，どれが正しいというよう

なことはないので、用語の邦訳に惑わされず，むしろその中身について識論が

充分に行えるように努力することが大切である。

－１４１－



応用言語学や語学教育の分野である程度経験を税んでくると，日本語でいう

｢教授法｣という言葉の指す艇囲が大変広いということに気がついてくるだろう。

教授法の定義は色々あり専門家の間でもまだまだ議論しつくされてはいない。

しかし，一般的には，広義で言う教授法には｢アプローチ｣，「メソッド」また

は「デザイン」，そして「プロシージヤー」または「テクニック」の三つのレベ

ルが存在しているという考え方が主流である(Anthonyl963，Richards＆Rodg

ersl986等)。著者もこれに従い，言語教授を<図．１．＞のように，レベルＩ言

語の教授/学習に対する考え方，レベルⅡ教授事項の選択と配列，そして，レ

ベル１１１教室での具体的な手法の三段階に分け，それぞれを論じて行くことに

する。なお｢教授法」という言葉は狭義にはレベル11,即ち「メソッド」を指すの

に限定することも多いということも付け加えておく。最後に，誤って違うレ

ベルのものを取り入れようとした時に生ずる問題について言及する。

く図.１．＞言語教授法の段階

言語学 教育学 心理学

学習者

言語教授には，必ずその基となる言語学，教育学，或は心理学の理論が存在

する。1950年代に脚光を浴びていたオーディオリンガル教授法は｢言語学習は

習慣形成である」という行動心理学や櫛造言語学の理論から派生した考え方を

基にしている。1970年代の初期のコミュニカテイブ教授法は｢言語学習は言語

の構造だけではなく意味や機能も学ばなければならない」という考え方が基本

になっており，これは，1960年代後半の社会言語学の発達とCommunicative

－１４２－

レベルＩ・言語教授/学習に対する考え方

レベル１１．教授事項の選択、配列

レベル111．教室での具体的な手法



Competenceの概念（lIymesl967他)から派生したものである。言語の教授/学

習に対する考え方はその基となる言語学等の理論が変化するに従い，微妙に移

り変わって行くこともある。コミュニカテイブ教授法ではその後，話し手(響

き手）と聞き手(読み手)の相互間の｢意味の交渉｣が唱えられるようになったが，

これも社会言語学の領域で談話分析等が盛んに行われるようになった結果であ

ろう。またComJnunicaLiveColnpetenceの概念もHylues（1967)のものからく表．

3.>のようにさらに細分化されていったため，言語教授/学習に対する考え方，

さらに教授法にも多かれ少なかれ影響を与えてきた。

<表.３．＞CommunicaLiveCompLence

-１４３－

Hymes（1967）

LinguisLicsCompeLence 語蕊，文法の能力。

CommunicatjveCompeLence状況に応じて言語を適切に使用する能力。

Canale＆Swain（1980）

GrammaLicalCompeLence 語戴，文法の能力。

SociolinguisLicCompe[ence状況に応じて言語を適切に使用する能力。

DiscourseCompeLence 文脈や前後関係等談話のつながりに関連

づけて文を理解したり，発話したりする

能力 ◎

StraLegicCompeLenceコミュニケーションのために自分の持って

いる他の能力を最大限に活用するための能

力 ◎

Bachman（1989）

LANGUAGECOMPETENCE言語能力

OrganizaLionalCompeLence言語の規則をコントロールする能力。

一GrammaticalCompetence語蕊，文法の能力。

一TextualColnpeLence 文章をつなげて談話を形成させる能力。



PragmaLicCompeLence 言語が実際のどの状況でどのように使われ

ているかを判断する能力。

－I11ocutionaryCompetence言語機能(funcLion)に関する能カ

ーSociolinguisLicCompetence状況に応じて言語を適切に使用する

能力。

STRATEGICCOMPETENCE方略能力

コミュニケーションのために自分の持っ

ているか他の能力を簸大限に活用するた

めの能力。

PSYCHOPHYSICALSKILLS心理，身体的技能

以上のことからも分かるようにこのレベルは｢アプローチ」と近い意味を持ち，

教授法の基となる言語教授/学習に対する教授法提唱者，或は支持者の信念が

示されている段階のことである言ってよいだろう。

この段階は狭義の｢教授法｣を指す。言語救授/学習に対する考え方を基に，

どのような事項を扱い，それをどのように配列して行くのかが決定されるのも

このレベルである。基本となったレベルIの考え方により，扱う事項が変化し

てくるのは言うまでもない。最近コースデザインやシラバスデザインと言う言

葉をよく耳にするが，それらはこのレベルで行われていることを扱っている。

例えば，「言語の機能を重視せよ」と言う考え方があれば，機能シラバスに準じ

て教授計画が立てられ，どの機能をどの順番で教えるかが決定される。また，

言語教授/学習に対する考え方が｢ある特定の話題について意見を充分に交換で

きる能力の養成｣等と言うのなら，トピヅクシラバスが使われるだろう。とこ

ろで，「コミュニカテイブ教授法｣という言葉は現在，レベルＩのところで述べた

ように，いわば｢CommunicaLiveCompeLenceの養成が言語教授/学習の基本であ

る」という信念に基づいた教授法の総称として使われているしかし,Communica

-tiveCompetenceの定義そのものが多槻化してきた現在，微々なコミュニカ

テイブ教授法の間の共通点も少なくなってきているので，もはや，たまたま同

じ名前を持っている独立した教授法と考えてよい時期では無いかと思う。

－１４４－



この段階は，学生が教室で実際に何をするのかということを扱い，「テク

ニック」や｢プロシージヤー」と呼ばれているものと同概であると考えてよい。

オーディオリンガル教授法のPatternPracticeと呼ばれる反復ドリルをはじ

め，コミュニカテイブ教授法でよく用いられるInformation-gapAcLivities，

ロールプレイ，さらにToLalPhysicalResponse等も教室で使われる具体的

手法である。なお－つの教授法の下でも教室では複数の手法が用いられるこ

とがあることはよく理解しておく必要がある。

ここまでは言語教授の三つの段階について述べてきたが，教授法や教授理論

を輸入する場合，原著から直接情報を得る場合であっても，議論されている段

階を取り違えてしまう人が多い。語学教育の文献には主にレベル１，mを扱っ

た概説的なものとレベルＩII中心の特定の手法を紹介したものがある。勿論レ

ベルⅡIのことを論ずるにはレベル１，１１についての議論を必要であり，どの文

献にもこれらは最小限は取り上げられているが，やはり何が主体であるかは認

識しておく必要がある。これに関連した典型的な問題は特に比較的新しい教授

法に付随する教室での手法だけが断片的に紹介される場合である。例えば，

経験の浅い現場の教師がToLalPhysicalResponse（TPR)に関する情報に初め

て接したとしよう。先生が発する命令文に反応して立ったり座ったりする学習

者の姿を思い浮かべ，さらに物珍しさも手伝ってかこれを自分の教室で使って

みようという人も中にはいるだろう。しかしＴＰＲがレベル１１１のものであると

いうことに気づかず，無理に他のレベルに当てはめ”TPRMethod”や，'TPR

Approach”と解釈し，自分のコースを全てTPRで行うようなことをしまっては

いきづまってしまうのは当然であろう。勿論これはＴＰＲに限ったことでは無

い。このように教授法や教授理論を取り入れようとするときは，どの段階につ

いて議論がなされているのか注意しなければならない。

４．結論

本稿では海外，特に英語圏の言語教授法を日本語教育に取り入れる際に注意

を払わなければならない点を，文献から情報を得るという観点から，特に，邦

訳版を読む際に生ずる問題点と教授法のレベルの違いから生ずる問題点を中心

－１４５－



に論じてきた。文献から教授法を学ぼうとする場合，その文献が扱っている教

授法のレベルを理解し，また翻訳の場合，原著についての情報や日本語に翻訳

された背量を事前に知っておくことが大切である。さらに，本文ではあまりふ

れなかったが，文献が英語等特定の言語の教師を対象に書かれているのか，語

学教師一般に響かれているかと言うことにも留意しておくべきである。最後に，

本に書いてあることが全て正しいなどと決めつけず，自分の教えている日本語

の教室にあてはまるかどうか批評しながら情報を収集してしていく位の余裕が

あるとよいと思う。
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